
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トピックス 
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次

第９号 

平成２５年２月１日発行

「みやぎ復興プレス」では、東日本大震災により被災された皆様、県外に避難されて
いる皆様、復興に関わる多くの皆様に、宮城県の復興状況や被災者支援情報など、復
興に関する主な情報をお届けします。メールマガジンやＷｅｂサイトとも連動し、多
くの皆様のお手元に情報をお届けしますので、よろしくお願いします。

メールマガジンの配信方法が新しくなります！（現在の配信方法は３月までとなります） 

詳しくは、右のＱＲコードをご利用いただくか、「みやぎ復興プレス」で検索願います。 

東日本大震災により甚大な被害を受けた県内の教育関連施設ですが、震災の経験を 

踏まえた防災教育や防災体制の強化を図りながら復旧への取り組みを進めています。 

教育関連施設の復旧状況 

 東日本大震災は、学校をはじめとする教育関連施設にも甚大な

被害をもたらしました。県立・市町村立学校や社会教育施設、文

化財施設など、施設の被害額はおよそ 1,871 億円にも及びます。

 現在、甚大な被害を受けた学校施設については、仮設校舎や他

校施設などを利用しているものの、全ての学校で教育活動が再開

されています。今後も引き続き、できるだけ早い施設の復旧に向

けて工事を進めていきます。 

▲気仙沼向洋高等学校の仮設校舎 

▲教育関連施設の被害状況（継続調査中）

 （平成 24 年 12 月 28 日現在） 

 

▲避難訓練の様子 

 一方、防災教育のさらなる充実のため、昨年 4 月、全国に先駆

けて、防災教育の中心的な役割を担う教員として、「防災主任」を

県内全ての公立学校に配置しました。防災主任は、各学校におい

て「みやぎ学校安全基本指針（平成 24 年 10 月策定）」に基づき、

学校防災計画や防災マニュアルの改訂、防災訓練の実施、校内研

修の企画実施などに取り組んでいます。 

 また、地域の拠点となる学校には「防災担当主幹教諭」を配置

し、地域内の関係機関と連携して、学校、家庭、地域が一体とな

った防災教育の推進に取り組んでいます。 

区 分 校（施設）数 被害額（億円）

県立学校 ９１ ２７１

市町村立学校 ６７１ ５３６

社会教育施設 ６４９ ３０７

文化財施設等 ３５１ ５３

国立学校施設 ５ ６９０

研究施設等 ５ １４

計 １，７７２ １，８７１

【関連リンク先】 教育委員会災害情報   http://www.pref.miyagi.jp/site/kyouiku/higaitop.html 

みやぎ学校安全基本指針 http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/supoken/anzen.html 

p１ トピックス：教育関連施設の復旧状況
p２～p３ 被災地からのレポート：ココロプレス、情報レンジャー
p２ イベント情報、応援職員紹介
p４ 被災者生活支援情報 ほか



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―宮城の復興に関するイベントをご紹介します！― 

 

★第 35 回松島復興かき祭り（松島町） 

2月 3日（日曜日）／会場：松島海岸グリーン広場 

宮城の冬の味覚の代表｢カキ｣を堪能できるお祭りです！ 

http://miyagi-kankou.or.jp/wom/o-3551 

★東北連携復興フォーラム（東京都港区） 

2月 6日（水曜日）／会場：政策研究大学院大学 

東北の幅広い連携を復興のエンジンに！ 

http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/event130206.html

★第 26 回気仙沼天旗まつり（気仙沼市） 

2月 17 日（日曜日）／会場：気仙沼小学校校庭 

大漁や豊作の願いが込められた天旗(凧)が大空に舞います！ 

http://miyagi-kankou.or.jp/wom/o-1291 

★なりわい復興セミナー（石巻市） 

2月 18 日（月曜日）／会場：石巻グランドホテル 

被災地の商業や観光業に携わる地域のなりわいの活性化を図ります！

http://www.reconstruction.go.jp/topics/post_145.html 

★チャレンジスター東北サミット（①仙台市②東京都千代田区）

①2月 22 日（金曜日）／会場：NAViS 

②2 月 27 日（水曜日）／会場：法政大学市ヶ谷キャンパス 

http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/event130123.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配属先：施設整備課
県立学校の災害復旧事業を担当

しています。少しでも宮城県のお
役に立てればと思い、派遣の志願
をしました。当初慣れていなかっ
た業務も、徐々に慣れ、宮城県の
復興に最大限貢献できるよう日々
の業務に取り組んでいます。

これまで、宮城県には数回しか
来たことがなかったので、今回の
派遣では、週末を利用して県内各
地を回ることができ、宮城県をよ
り知る良い機会にもなりました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜県 猪俣 哲夫 さん 

全国の皆さま 応援ありがとうございます！ 応援職員紹介コーナー Vol.4 

釜石の奇跡を岩沼に レンジャー記事より抜粋 

「釜石の奇跡」を起こした町、岩手県釜石市。宮城県岩沼市は今、その岩

手県釜石市を目指しています。それは津波犠牲者ゼロの町。 

今、防災教育を受けている小中学生も、10 年たてば大人になり、さらに

10 年たてばその多くが親になります。防災教育を継続的に行えば、世代の 

垣根を越えて防災意識が継承され、市民 

全員で防災意識が共有されることになります。災害は起きてほしくないです

が、もし再び津波に見舞われるような不運があっても、岩沼の子どもたちは奇

跡を起こすでしょう。そして、その奇跡が日本全国で普通のことになれば、そ

の時は奇跡とは呼ばれることもなくなります。・・・（続きは Web で） 

 レポート：三浦淳｜情報レンジャー＠宮城 URL http://goo.gl/5aJpB 

▲岩沼市で実施した避難訓練の様子 

一緒に復興へがんばるっちゃ！みやぎ 

▲同時開催された防災イベントの様子 

配属先：南三陸町立
志津川小学校

昨年４月から勤務しています。
志津川小の子どもたちに多くの
笑顔を、先生方に安心感を、と
思って勤めています。

毎日過ごす中で、志津川小の
子どもたちや地域の人たち、先
生方の復興に向け現状を乗り越
えようとするたくましさを感じ
ています。こうした現実を岐阜
の人たちに熱く伝えていきたい
と思っています。

南三陸町の子ども達のために 

埼玉県 藤村 卓矢 さん 

情報レンジャー＠宮城とは？
復興のための正しい情報やニーズを届ける「助けあいジャパン」の情報収集実行チーム「助けあいジャパン情報レンジャー」。
昨年３月から地元雇用で情報レンジャー号を駆使し宮城県内を巡回しているのが情報レンジャー＠宮城です。
レンジャーからのレポートやカメラがとらえた被災地の今をＷｅｂサイト上に続々とＵＰしていきます。
「この活動を取材してほしい」「この人を取材してほしい」。復興の取り組みやヒントに関する情報をお寄せください。取材に行きます！
【連絡先】TEL：080-6826-9962｜e-mail：tasukeai.ranger@gmail.com｜URL：http://inforanger.tasukeaijapan.jp/



「みやぎ復興プレス」では毎月、ココロプレスからいくつか

記事を抜き出してご紹介していきます。

詳しくはどうぞインターネットでじっくりとご覧ください。

検索ココロプレス

　自らも被災した県民ブロガーたちが県内各地を訪ねて、地域の復興や生活
の再建に懸命に取り組む人々の姿や、世界中から寄せられる力強く温かい応援
の様子を発信しています。昨年末のスタート以来700本以上の記事を公開し、
追加しています。

「ココロプレス」は
宮城県の復興を応援するブログです。

宮城県復興応援ブログ「ココロプレス」からの抜粋です。 http://kokoropress.blogspot.com/月刊ココロプレス
～被災地からのレポート～

宮城県復興応援ブログココロプレス
http://kokoropress.blogspot.com/

宮城の復興情報を募集中です！
復旧復興のPRや支援の取り組みなど、伝えたい情報がございましたら、下記
メールアドレスまでぜひご連絡ください。
fukusuif@pref.miyagi.jp
必要事項：１取材対象／２取材希望日／３取材場所／
４御担当者氏名／５電話番号
※内容や日程によってはご希望にそえない場合もございますので、ご了承ください。

毎週、「週刊ココロプレス」と題して1週間分の記事を
要約してご紹介するブログ記事を公開しています。

http://kokoropress.blogspot.jp/2013/01/blog-post_5313.html
 「みなし仮設住宅」の、住民への日常
生活の支援が本格化している岩沼市
で、昨年12月22日、福島県からの避難
者を対象にした交流会が初めて開催
されました。「笑顔が出るようお手伝
いしたい」とスタッフが話していたよう
に、粋な計らいが随所に見られる催し
となりました。

原発避難者も一緒　
「うつくしま福島交流会」初開催（岩沼市）

http://kokoropress.blogspot.jp/2013/01/blog-post_15.html
　「復興応援隊」とは、被災地の地域づくりを目的とした住民
主体の活動を支援する人たちのこと。県が市町村や関係団
体と連携して、内外から人材を募り結成し、県内8カ所で活動
しています。「何もしなけりゃ現状維
持か衰退しかない。何かしたら下手
こくか、成功するかどちらかだ」。印
象に残るこの言葉は、隊員の大森
さんが地元の人によく言う言葉だ
そうです。

復興応援隊もがんばっています
（石巻市牡鹿地区）

http://kokoropress.blogspot.jp/2013/01/18.html
　「同じ大震災を経験した者として、震災で亡くなられた方
への追悼をしたいと思います」。
阪神・淡路大震災から18 年目
の朝。石巻の中心市街地の一角
で、「1.17　阪神・淡路大震災
　石巻市民　感謝と追悼の集
い」が行われました。

18年の歳月に、同じ被災地から
（石巻市中央）

http://kokoropress.blogspot.jp/2013/01/2013400.html
　今年の4月から6月にかけて実
施される観光キャンペーン「仙
台・宮城デスティネーションキャン
ペーン」。仙台藩の慶長遣欧使節
400周年に当たる今年、農商工連
携の視点と絡めて盛り上げようと
いう勉強会が開かれました。

「新たな食文化を生み出そう！」
2013年支倉常長遣欧使節400周年　
仙台地域農商工連携促進セミナー（仙台市）

2013年1月10日 木曜日

2013年1月17日 木曜日
2013年1月15日 火曜日

2013年1月8日 火曜日

http://kokoropress.blogspot.jp/2013/01/blog-post_7312.html
　震災から立ち上がった唐桑のブランドカキを、海を見なが
ら食べることができる「復興かき
小屋唐桑番屋」。店長の清水千
春さんは静岡県富士市出身で、
潜水ボランティアとして仲間と唐
桑町に通い続けるうちに、ついに
ここへ移住しました。

「唐桑の海と共に生きる」（気仙沼市唐桑町）

2013年1月18日 金曜日



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙 台 市  022-261-1111 

 ・青葉区  022-225-7211 

 ・宮城野区 022-291-2111 

 ・若林区  022-282-1111 

 ・太白区  022-247-1111 

 ・泉区   022-372-3111 

 石 巻 市  0225-95-1111 

 塩 竈 市  022-364-1111 

 気仙沼市  0226-22-6600 

 白 石 市  0224-25-2111 

  

避難されている皆様へ 

 被災した市町村から別の市町村に避難されている場合（さらに避難先を異動された場合，避難終了の場合も

ご協力願います。）、避難先市町村に現住所などの情報を提供すると、避難元市町村からさまざまな大切なお知

らせなどが届くようになります。まだ、情報提供されていない場合は、ぜひ、避難先市町村へ情報提供をお願

いします。URL http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/todokede.html 

みやぎ復興プレス 第９号  

 

大河原町  0224-53-2111 

 村 田 町  0224-83-2111 

 柴 田 町  0224-55-2111 

 川 崎 町  0224-84-2111 

 丸 森 町  0224-72-2111 

 亘 理 町  0223-34-1111 

 山 元 町  0223-37-1111 

 松 島 町  022-354-5701 

 七ヶ浜町  022-357-2111 

 利 府 町  022-767-2111 

 

 

名 取 市  022-384-2111 

 角 田 市  0224-63-2111 

 多賀城市  022-368-1141 

 岩 沼 市  0223-22-1111 

 登 米 市  0220-22-2111 

栗 原 市  0228-22-1122 

 東松島市  0225-82-1111 

 大 崎 市  0229-23-2111 

 蔵 王 町  0224-33-2211 

 七ヶ宿町  0224-37-2111 

宮城県・県内市町村の問い合わせ先一覧（代表電話番号） 

【発行日】平成２５年２月１日 【発行】宮城県震災復興本部（事務局：震災復興推進課） 

  電話：022-211-2408  e-mail：fukusui@pref.miyagi.jp  

   宮城県ホームページ「震災復興推進課」 URL http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/fukusui/  

               「震災・復興」    URL http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/ 

被災者生活支援情報 

１ 被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期間の再延長について 
東日本大震災に係る被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請期間が、平成２４年１２月２５日付けで

下記のとおり再延長されましたのでお知らせします。 

 

 

(１) 延長する日数：１２ヶ月（平成２６年４月１０日まで） 

(２) 対象市町村：宮城県内の全市町村 

【お問い合わせ先】県消防課（022-211-2372）又は被災時に居住していた市町村担当課 

                              URL http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoubou/sienkin-top.html 

大 和 町 022-345-1111 

  大 郷 町  022-359-3111 

  富 谷 町 022-358-3111 

  大 衡 村 022-345-5111 

  色 麻 町 0229-65-2111 

  加 美 町 0229-63-3111 

  涌 谷 町 0229-43-2111 

  美 里 町 0229-33-2111 

  女 川 町 0225-54-3131 

  南三陸町 0226-46-2600  

  宮 城 県 022-211-2111 

２ 県外に避難されている皆様を対象にアンケートを実施しています 
宮城県は、東日本大震災により本県から他の都道府県に避難されている方を対象に、郵送により本県への

帰郷支援に生かす目的でアンケートを実施しています。調査結果につきましては、避難元や避難先の都道府

県、市区町村などの行政機関と共有を図り、さらなる帰郷支援に努めたいと考えておりますので，平成 25 年

2 月 12 日（火）までにご回答いただくよう、よろしくお願いいたします。 

なお、アンケートが届いた方で、すでに宮城県に帰郷された方もアンケートにご協力いただくか、その旨

をご連絡願います。【お問い合わせ先】県震災復興推進課（022-211-2408）   

URL http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/todokede.html 

※みやぎ被災者生活支援ガイドブック(平成２４年１２月改訂)には、再延長前の申請期間が記載されていますのでご注意願います。 

※この情報は、り災証明書（全壊など）の発行を既に受けた方のうち、まだ被災者生活再建支援金（基礎支援金）の申請がお済み 

でない方への情報です。 


